






Bluetooth® に関するご注意
本機は、2.4GHz の周波数帯の電波を利用しています。この周波数の電波は、一般家庭でもいろいろな機器（電子レンジやコードレス電話など）
で使用されています。
以下のような場所で本機を使用する場合、送信 /受信ができなくなることがあります。

 • 2.4GHz を利用する無線 LAN、また電子レンジなどの機器の磁場、静電気、電波障害が発生するところ。（環境により電波が届かない場合が
あります。）

 • ラジオから離してお使いください。（ノイズが出る場合があります。）
 • テレビにノイズが出た場合、本機（および本機対応製品）がテレビ、ビデオ、BSチューナー、CSチューナーなどのアンテナ入力端子に影響
を及ぼしている可能性があります。本機（および本機対応製品）をアンテナ入力端子から遠ざけて設置してください。

 注意
 • 本機の使用によって発生した損害については、法令上賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切の責任を負いかねます。あらかじめご了承
ください。

 • 本機は、全てのBluetooth 機器との接続動作を保証するものではありません。
 • 弊社ではお客様の接続機器に関する通信エラーや不具合について、一切の責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

安全にお使いいただくために
 • 高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近くでは使用しないでください。電子機器に誤動作するなどの影響を与え、事故の原因となる
恐れがあります。

 • 航空機内や病院など、使用を禁止された場所では使用しないでください。電子機器や医療用電気機器に影響を与え、事故の原因となる恐れが
あります。医療機関などの指示に従ってください。

ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、ペースメーカー、その他医療用電気機器、火災報知器、自動ドア、その他自動制御機器など。
ペースメーカー、その他医療用電気機器をご使用される方は、該当の各医療用電気機器メーカーまたは販売業者に電波による影響についてご確認
ください。

電波法に基づく認証について
本機は電波法に基づく小電力データ通信の無線設備として認証を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。
ただし、以下の行為を行うと法律により罰せられることがあります。

 • 本機を分解／改造すること。
 • 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと。

周波数について
この無線機器は 2.4GHz 帯を使用します。変調方式として FHSS（周波数拡散方式）を採用し、想定される与干渉距離は
約10mです。
この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局
（免許を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。
1  この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局並びにアマチュア無線局が運用されていないことを確認して
下さい。

２  万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに電波の発射を停止した上、弊社サー
ビスセンターにご連絡頂き、混信回避のための処置等（例えば、パーティションの設置など）についてご相談ください。

３  その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合など何かお困
りのことが起きたときは、弊社サービスセンターへお問い合わせください。

機器認定について
本機は、電波法に基づく省電力データ通信システムの無線設備として認証を受けています。したがって、本機を使用するときに無線局の免許は必
要ありません。
ただし、以下の事項を行うと法律により罰せられることがあります。

 • 本機を分解 /改造すること
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JBL CINEMA SB250 本システムの特長

本システムの特長
2.1ch ホームシアターシステム
55mm径ミッドレンジドライバーに32mm径ドームツイーターの2Way+サブウーファーを総合200Wでドライブ。 
“HARMAN Display Surround”モードでは、迫真のサウンドと臨場感を演出します。“Stereo”モードにすれば、高音質な
Hi-Fi スピーカーとして JBLサウンドを楽しめます。 

迫真のサウンドと臨場感 
JBL CINEMA SB250は、ハイパワー出力により、大迫力のサウンドと微細なニュアンスを明瞭に表現します
（最大出力200W）。
独自の“HARMAN Display Surround”モードにより、圧倒的な迫力と臨場感を演出します。 

かんたん接続＆スッキリ設置
TVとの接続は、ケーブル1本と面倒な作業が不要です。 
サウンドバーとサブウーファーをワイヤレスで接続。スピーカーケーブルの配線が不要なので、設置の自由度が向上。付属の
金具で壁掛けも可能です。 

JBL のクオリティサウンドをリビングに 
“Stereo”モードにすれば、通常のリビングスピーカーとしてパワフルでナチュラルな高音質のサウンドをお届けします。 

Bluetooth 機能搭載
Bluetooth 対応により、スマートホン、PC、タブレットなどBluetooth 対応機器に保存された音楽をワイヤレスで簡単に
操作できます。

ご自宅で映像・音楽視聴をより快適にする機能を搭載。
CINEMA SB250は、テレビ視聴中に、Bluetooth 接続したスマートホンやタブレットで音楽再生をすると自動的に音声が
Bluetooth 再生に切り換わる「JBLサウンドシフト」機能を搭載しているので、面倒な設定変更せずに音楽を楽しむことがで
きます。また、付属のリモコンだけでなく、テレビ用リモコンでもCINEMA SB250の操作が可能となる「リモコン学習」機
能など、ご自宅で映像・音楽視聴をより快適にする機能を搭載しています。
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JBL CINEMA SB250 お使いのテレビのリモコンで本機を操作する

お使いのテレビのリモコンで本機を操作する
お使いのテレビのリモコンで、本機の以下の操作を行えるよう設定することができます。

 • 音量調整
 • ミュート
 • 電源オン /オフ

ご注意
お使いのテレビによって対応していない場合があります。

① サウンドバーのインジケーターがオレンジ色に点滅するまで、サウンドバーのVIRTUAL SOUND（Harman Display 
Surround）（ ）ボタンを押し続けます。

② 音量+の設定を行います。
サウンドバーの音量+ボタンを押したあと、テレビリモコンの音量+ボタンを押します。
サウンドバーのインジケーターがオレンジ色 (点滅 ) から白 ( 点灯 ) に変わり、機能が記憶されます。次の手順に進むには、
インジケーターが白 (点灯 ) からオレンジ (点滅 ) に変わるまでお待ちください。

③ 音量－の設定を行います。
サウンドバーの音量－ボタンを押したあと、テレビリモコンの音量－ボタンを押します。

④ ミュートの設定を行います。
サウンドバーの音量+と音量－ボタンを同時に押したあと、テレビリモコンのミュートボタンを押します。

⑤ 電源オン /オフの設定を行います。
サウンドバーの電源 ( ) ボタンを押したあと、テレビリモコンの電源ボタンを押します。

⑥ インジケーターの点滅が止まるまで、サウンドバーのVIRTUAL SOUND（Harman Display Surround）（ ）ボタン
を押し続けます。
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JBL CINEMA SB250 トラブルシューティング

トラブルシューティング
本機が正しく動作しない場合、修理をご依頼される前に、以下の点をご確認ください。

問題 解決法
サウンドバーの電源がオンにならない  • サウンドバーの電源コードが正しく接続されているかご確認ください。

 • サウンドバー背面の電源スイッチがオフになっている。
サブウーファーの電源がオンにならな
い

 • サブウーファーの電源コードが正しく接続されているかご確認ください。

サウンドバーおよびサブウーファーの
両方から音が出ない

 • サウンドバーの電源がオンになっていることを確認してください（オンの場合、
電源インジケータが白く点灯します。）。

 • テレビまたはその他のソース機器と、サウンドバーを接続しているケーブルの
両端が、正しく接続されているかどうか確認してください。

 • サウンドバーでソースが正しく設定されているかどうかをチェックし、そのソー
スから音声信号が再生されているか確認してください。

 • システムがミュートになっていないかを確認してください。ミュートになって
いる場合、音量ボタンを押して、ミュートを解除します。

 • サウンドバーの音量が、最も低い値に設定されていないか確認してください（音
量を最も低い値に設定すると、システムはミュートになります）。

サブウーファーからだけ、音が出てい
ない

 • サブウーファーの音量コントロールが、最も低い値に設定されていないか確認
してください。

 • ワイヤレス接続がアクティブであることを確認してください（サブウーファー
の背面の青い LEDが常灯します）。
LEDが青に点滅している場合は、再度ペアリングを行ってください。

 • サブウーファーをサウンドバーの近くに移動します。最大無線動作距離は、
15mです。

音が歪む  • 音量が上がりすぎている場合は音量を下げてください。また、再生中の曲が原
因の場合もありますので、別の曲をお試しください。

低音の出力の大きさが十分でない  • サブウーファーの音量レベルが最小に設定されていないかを確認してください。
 • 部屋のコーナーにサブウーファーを設置している場合、位置を変えてみてくだ
さい。

 • サブウーファーを座っている位置の近くに移動してください。
システムををオフにしたら、音量がリ
セットされた

 • 電源オフ時に、サウンドバーで最大音量の50%以上で再生していた場合、次
に電源をオンにしたときに、自動的に最大音量の50%にリセットされます。

テレビの電源がオンで、本システムが
スタンバイ状態のときに、テレビの電
源をオフにすると、本システムがオン
になる

 • 異なるホットプラグ検出（HPD）プロトコルが使用されている一部のテレビで
発生することがあります。
この場合、本サウンドバーのサラウンドボタンと音量 ‒ボタンを同時に押すこ
とにより、HPDプロトコルを有効 /無効にすることができます。

お手入れ
外装の汚れは、乾いた柔らかい布で軽くふき取ってください。汚れがひどいときは、中性洗剤を薄めた液を少し含ませた布でふき、
その後乾いた布でふき取ってください。



JBL CINEMA SB250 主な仕様

主な仕様
音声入力 Bluetooth × 1、光デジタル×1、アナログ×1
最大出力 総合200W
使用ユニット サウンドバー：55 mm径ミッドレンジドライバー×2、32 mm径ドームツイーター×2

サブウーファー：165 mm径ウーファードライバー×1
周波数特性 45 Hz ～ 20 kHz
Bluetooth バージョン：Bluetooth3.0
サイズ サウンドバー：幅831× 高さ 78× 奥行き65 mm（本体のみ）

サブウーファー：幅242× 高さ 320× 奥行き242 mm
質量 サウンドバー：2.8 kg

サブウーファー：4.8 kg

HARMAN Owners' Club
この度は JBL製品をご購入いただき誠にありがとうございます。HARMAN Owners' Club（ハーマンオーナーズクラブ）は、
ハーマンインターナショナル取り扱い製品ご愛用者のための会員プログラムです。
会員様に向けたさまざまな特典やサービスをお届けします。

https://www.harman-ownersclub.jp

このアドレスからアクセスしてください。
携帯電話からはご登録できませんのでご注意ください。

製品に関するお問い合わせ
http://jbl.harman-japan.co.jp/support/

メールでのお問い合わせは、上記URLよりお問い合わせフォームをご利用ください。

Tel : 0570-550-465（ナビダイヤル）
受付時間 : 土日・祝日・年末年始を除く、平日9:30～ 17:30

 • Bluetooth ワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録商標です。
 • Harman International Industries, Incorporated は、これら商標を使用する許可を受けています。
 • iPod および iPad は、米国およびその他の国々登録されたApple Inc. の商標です。
 • Dolby、ドルビー及びダブルD記号はドルビーラボラトリーズの登録商標です。
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